
１． 建設コンサルタンツ協会CPD
制度の創設と経過

建設コンサルタントは，知的産業として，技術

の信頼性を高め，社会資本の安全性と効率性を十

分に確保する努力を続ける社会的責務を負ってい

ます。したがって，建設コンサルタント技術者

は，各自の技術力向上のため，最新の技術や社会

情勢の変化を継続的に学習することが望まれま

す。特に，多様化した社会において新しい課題に

的確に答えていくためには，専門とする技術領域

はもとより，幅広い領域で奥行きの深い技術を習

得していくことが肝要です。

そこで，社団法人建設コンサルタンツ協会（以

下「協会」という）では，広く会員会社のみなら

ず建設コンサルタント技術者の方々のCPD注１）を

支援するため，平成１７年４月にCPD制度を創

設，運用を開始し，教育およびシステムの共有化

を図るとともに，技術者個々の継続的な自己研鑽

活動をサポートしています。また，平成１８年１月

より協会HP上で CPDシステムを本格稼動し，

Web上での CPD登録を開始しました。

注１） 協会ではCPDを“技術者個々人が自主的に個

人の能力を維持・開発し，社会貢献に寄与するこ

と”が本来の目的であることを鑑み，継続教育に

関しては「CPD」として用語を統一することを基

本としています。

２． CPD制度の概要とその現状（CPDプロ
グラムとCPD単位の取得方法について）

２―１ CPDプログラム

! CPDプログラムの策定

協会としてCPDプログラムのテーマについて

は，技術者倫理などの必須テーマは別として，教

育対象者の多様性を考慮して，なるべく特定分野

に偏ることがなく今日的な主題を策定するよう留

意しています。教育内容は，参加受講者が興味を

抱くよう，理念的なものと実践的なものを組み合

わせるなどバラエティを持たせることを心掛けて

います。

" CPDプログラムの認定（４原則）

CPDプログラムは，協会の本部，支部が主催

するもののほか，共催，協賛，後援するものも併

せ，内容を審査して認定します。協会が認定する

CPDプログラムは，以下の４原則（!～$のい

ずれか）に該当する内容を満足するものとしてい

ます。

!最新技術動向の理解に役立つ内容【技術動

向】，"建設コンサルタントを取り巻く状況の理

解に役立つ内容【社会性】，#建設コンサルタン

トが携わる関連分野の理解に役立つ内容【総合

性】，$建設コンサルタントとしての倫理観の涵

養に役立つ内容【技術者倫理】

また，建設系CPD協議会の加盟団体が行う

社団法人建設コンサルタンツ
協会における
CPDへの取り組みについて

社団法人建設コンサルタンツ協会CPD委員会委員長
ひ ぐち よしたか

（セントラルコンサルタント株式会社） 樋口 吉隆
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C.周辺技術分野� D.総合管理分野�

B.専門技術分野�

A.基礎技術分野�

図―１　教育分野および内容�

情報工学，情報化
技術，プレゼンテー
ション，ミス防止，
海外事業…など�

河川，交通，都市
計画，上下水道，
土質，構造物設計，
施工計画…など�

倫理，一般科学，
環境，社会動向，
法律・契約，教養
…など�

建設生産システ
ム，CM，PM，
品質管理，工程管
理…など�

現在の�
能力�

CPDプログラムについてもCPDプログラムとし

て相互認証を行っています。

# CPDプログラムの教育分野と形態

CPDプログラムの教育分野および教育形態

は，関連学協会の制度を参考に，大きな相違がな

いように配慮し，教育分野としては図―１に示す

４分野（A．基礎共通分野，B．専門技術分野，C．

周辺技術分野，D．総合管理分野），教育形態は６

形態（!．講習会などへの参加，"．論文などの発

表（口頭発表含む），#．企業内研修およびOJT

（年度計画で予定されたもの），$．技術指導，%．

業務経験，&．その他（委員会参加，自己学習な

ど））に分類されます。なお，専門技術分野につ

いては建設コンサルタント業務に準じた分野別に

分類し，教育形態には業務経験，企業内研修およ

び自己学習も含まれます。

協会におけるCPDプログラムにおける大きな

特徴としては，協会内のさまざまな活動やコンサ

ルタントが行う業務経験についても評価していま

す。特に，業務経験として“所属長が優れた成果

と認めたもの”を認めています。これは，建設コ

ンサルタントにおける業務特性に配慮したもの

で，日常業務のうち，例えばプロポーザルにより

特定された業務，新たな工夫や新技術の提案（コ

スト削減，VEの提案など）がある業務を対象と

します。

$ 時間重み係数（CPDF）と CPD単位

CPD単位は，建設コンサルタント業務を勘案

して，協会が独自に設定しますが，参加受講者に

混乱が生じないように，関連学協会の単位との整

合を図り，他の学協会の講習会などを受けたとき

は当該学協会の単位に準ずることにしています。

具体的なCPD単位の算定は，実際に講習などに

かけた時間に教育内容のグレードに応じた「時間

重み係数（CPDF）」を乗じて求めることを基本

とします。

２―２ CPD単位の取得方法（個人での具体的な

CPD単位の取得方法）

! CPD登録と CPDシステムの利用方法

対象者は，RCCM注２）資格登録者，協会会員会社

の社員，非協会会員会社の社員（建設コンサルタ

ント業務をされている方）としますが，費用の負

担については差異があります。協会でCPDの登

録を行うには，CPD事務局への登録が必要で

す。登録されたCPD登録者には，CPD登録番号

を付与し，CPD登録証を交付します。CPD登録

からCPD記録の登録申請，証明まで，現在Web

上で CPDシステムを利用することを基本として

います。なお，CPD記録の保管は，当面APEC

Engineer の更新とあわせて登録から５年間保管

し，順次更新していきます。ただし，CPD制度

を創設，運用を開始した平成１７年４月以降のデー

タを対象とします。

また，利用者の視点に立ち，CPD登録，CPD

記録作成ならびにその活用のための“マニュア

ル”として「建設コンサルタンツ協会CPD制度

の手引き（登録とその活用）：平成１８年７月」を

協会HP上に公開しています。この手引きには，

CPD単位の取得に際し，具体的な手順ととも

に，どのような企業内研修，OJT活動，自己学

習，業務経験での取得があるか，具体的な事例を

挙げ示しています。

注２） 協会の認定資格であり，技術管理者または技術

士のもとで建設コンサルタント業務に関わる管理

あるいは照査の責任ある技術者となる「シビル

コンサルティング マネージャ（Registered Civil

Engineering Consulting Manager：RCCM とい

う）」を指します。RCCMに要求される技術力

は，設計業務の特質を理解し，円滑適正に業務を

進めるための一般共通の技術管理能力と当該専門

分野の技術力とされます。

" CPD単位取得の目安
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図―３　CPD登録者の実績�

図―４　CPD記録登録の実績�
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※すべての技術者に基礎分野の倫理に関わるCPD取得を推奨 

図―２　CPD単位取得の目安�

A．基礎共通分野 
B．専門技術分野 
C．周辺技術分野 
D．総合監理分野 

Ë．講習会等研修 
　　会などへの参加 
Ì．論文等の発表 
Í．企業内研修およ 
　　びOJT 
Î．技術指導 
Ï．業務経験 
Ð．その他 

CPD単位取得にあたっては，各自の教育計画

に応じて特定の教育分野・教育形態に偏らないよ

う，バランスの良い取得を推奨しています。特

に，基礎共通分野における倫理に関わるCPDに

ついては，すべての技術者の方が取得することが

望まれます。その上で，協会としては，CPD単

位として１年間で５０単位の取得を目指すのが望ま

しいと考えます（図―２参照）。

! RCCM資格更新時において必要となる

CPD単位数（４年間に１００単位の取得）

技術士法の改正により技術士にとって

CPDが責務に，土木学会の認定技術資

格も資格更新に際し，CPD単位の取得

が義務付けされていることなど，技術者

の継続研鑚が重要となっていることを鑑

み，前記RCCM技術者における技術力

の一層の向上を図るため，４年毎の

「RCCM登録更新」にあたり，CPD制

度を活用することになりました。

その具体として，平成２２年度より，

「RCCM資格試験」合格後４年以上を経

過した方が，新規あるいは更新の登録を

行う際には，従来行っている「RCCM

登録更新講習会およびCD―ROM学習」

に加えて，登録申請の前直近の４年間で

CPDの１００単位取得が必須となりました

（ただし，この４年間での１００単位は

「RCCM登録更新」時に必要な最低限の

レベルとの性格を持つものと理解願いま

す）。

また，平成１９年度～平成２１年度の登録更新時に

は，それぞれ２５，５０，７５単位の取得が推奨されま

す。

３． CPD登録実績

平成１８年１０月末のCPD登録者は，図―３に示

すようにRCCM取得者５，２２７人，RCCMでない

方４，００８人で合計９，２３５人に上り，平成１７年度末で

の３，３６５人に比して２．７倍の増加となりました。

RCCM全登録者数は２４，９１６人（平成１８年９月１

日時点）ですので，有資格者のおよそ２１％の方が

CPD会員登録をしており，今後とも増加の傾向

にあります。

一方，協会への講習会を中心としたCPDプロ

グラム受付については，同様プログラムの複数実

施する場合も１プログラムとみなした場合には，

２０７件（平成１８年１０月末）に達しています。

また，図―４に示すように平成１８年１０月末での
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CPD記録登録総数は１３，７８４件と１万件を超え，

CPD登録者１人当たり平均１．５件の登録をしてい

る状況であり，その内訳では講習会セミナー・シ

ンポジウム参加，企業内研修・OJT，自己学習が

全体の７５％を占めています。

４． 今後の課題とその対応方針

! 協会 CPD登録者増への PR

増加しているRCCM資格者数に対し，CPD登

録者数は増加していますが，未だ少ない状況のた

め，講習会，HPを通じてCPDの啓蒙とその登

録を推奨しています。今後，RCCMでない方も

含め登録者増に向け，なお一層の PRが必要と考

えています。

" CPDプログラムの充実

建設系CPD協議会と連携して現在不足してい

る分野（例えば技術者倫理）や専門性の高い分野

で提携や相互認定を検討していきます。また，

CPD単位取得に関わる地域格差の懸念を解消す

るため，企業内研修やOJT，自己学習など多様

な形態で研鑚することが可能であることを PRす

ると同時に，多くのCPD登録者に幅広い分野の

CPDプログラムの受講機会を提供できるよう

CPDプログラムの充実を図ります。

# CPDシステムの利用性の向上

CPDシステムからの各種問い合わせをWeb上

で受け付け，その多くの内容をQ&Aで示すよう

にしていますが，今後もニーズに対応したシステ

ムの改善を考えます。さらに，CPD登録者への

情報発信として協会講習会情報を希望された会員

に提供をしようと現在検討中です。

$ CPD記録内容に関わる適切な監査の実施

登録されているCPD記録の証明（エビデン

ス）については，登録されている本人が説明でき

るよう学習された記録の適切な保管をお願いして

います。また，CPD記録内容における信頼性を

高めるため，協会による監査において虚偽の内容

と判断された場合には，該当するCPD記録の削

除，登録者資格の取消などの処置を講じることに

しています。今後とも，より適切な監査の実施が

課題と考えます。

５． おわりに

現時点でのコンサルタント業界におけるCPD

への取り組みは企業によりさまざまです。これ

は，発注者側でのCPDの活用や評価の方法（プ

ロポーザルにおける資格要件やテクリス情報への

個人記録の入力要件など）について慎重に判断さ

れている結果ではないかと推測されます。

CPDの主旨としては，“個人による資質向上と

個人の責務”ですが，周辺環境としての支援体制

の整備も同時に不可欠な要素であると考えます。

協会としては，CPD制度を通じて建設コンサル

タント技術者のCPD活動を積極的にサポートす

るとともに，建設系CPD協議会を中心とした関

連学協会との連携に努め，今後とも引き続き協調

体制を取って参ります。

（HPアドレス）

協会CPD制度に関する各種情報につきまして

は以下のURLをご参照ください。

【協会の全般的なCPD情報】

http : //www.jcca.or.jp/qualification/cpd/in

dex.html

【協会 CPD制度に関するQ&A】

http : //www.jcca.or.jp/qualification/cpd/qa.

html

【CPD制度の手引き】

http : / /www . jcca . or . jp/qualification/cpd/

download/tebiki.pdf

【CPD記録の記入例】

http : / /www . jcca . or . jp/qualification/cpd/

download/CPDkijyutuEx.pdf

【RCCM資格登録におけるCPD制度の活用に

ついて】

http : //www.jcca.or.jp/qualification/rccm/in

troduction/cpdseido.pdf
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